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１ 伊澤修在モントリオール日本国総領事挨拶 

 寒い日が続きますが，皆様如何お過ごしでしょうか。 

 ２月１９日，ケベック州政府の招待により，ケベック州への公式訪問を行いました。ドワイア

ン副総督への表敬，パラディ国民議会議長への表敬，主要閣僚への表敬他を行いました。特に，

国民議会訪問では，小官が議会２階の傍聴席に座ると，議長が「本日は日本国総領事が国民議会

を訪問しています」との紹介がなされ，小官が立ち上がってお辞儀をすると，ルゴー首相を含め

て議員全員が起立して拍手し，１分間程の間，スタンディングオベーションを頂きました。この

ような経験は今までしたことが無かったので，とても感激しました。また，当日は，国民議会に

ケベック州の旗と共に日本の日の丸が掲揚されました。その写真は，当館のフェイス・ブックに

掲載しましたが，青く晴れた空にケベックの旗とともに日の丸がはためいていて，とても美しく，

感慨深い光景でした。 

 今回の訪問では，どなたにお会いしても，どこに行っても，とても温かい歓迎を受けました。

また，お会いした副総督や議会議長，閣僚の方々皆様から，日本とケベックの関係発展に向けて

の強い期待を感じました。今回の訪問を通じて，ケベックの方々が本当に日本に親しみを感じて

いること，また，日本との関係の発展を希望していることを強く感じました。今回の貴重な経験

を踏まえ，気を引き締めて，引き続き日本とケベックとの関係強化に尽力していきたいと思いま

す。 

 さて，今回のメルマガには，マギル大学医療センターに勤めておられる佐藤医師から，モント

リオールの医療事情について寄稿を頂きました。既に何度か触れていますが，日本人が海外に留

学し，あるいは勤務する場合に，最大の関心事の一つが医療です。日本の医療制度に馴染んでき

た日本人にとってケベックの医療制度は馴染みが無く，誤解を招くこともあると思います。その

ため，総領事館としては少しでも当地の医療事情について情報を広めようと努力していますが，

そのような試みの一環として，今回，寄稿して頂きました。また，自分のケベック公式訪問の際

にも，保険省の担当から，ケベックの医療事情について説明を受けましたので，その時に頂いた

資料を電子情報として，ホームページの「医療事情」の中に掲載する 

予定です。 



 来月は，プリンスエドワードアイランド州への公式訪問が予定されていますので，次回号で，

その報告をいたします。 

 

２ 当地在留邦人からの寄稿 

【日本とモントリオールの医療事情の違い】 

 

 日本の大学病院で内科医として勤務をし，2014年よりモントリオールで医療臨床研究に携わっ

ております。カナダでは臨床医師としては勤務していませんが，自らが患者として，また幼児の

親としてみたモントリオール医療事情について報告致します。参考になれば幸いです。 

 

 日本の医療事情を皆さんはどう感じているでしょうか？日本にいるときは，あまり考えたこと

もないかもしれません。あのお医者さんは腕がいい，優しい，あの病院は待ち時間が短い，長い，

などでしょうか？日本では，受診する科は患者さん本人が選び，受診する病院，クリニック（開

業医）も患者さんが選びます。困ったときにはすぐに受診できるシステムは安心ですが，必ずし

も受診が必要でない場合も多く含まれ，医療従事者や医療費への大きな負担が社会問題になって

います。またこのシステムの弊害は時に間違った専門科を受診してしまうことです。例えば耳鼻

科医のクリニックに皮膚疾患の患者さんが受診，整形外科クリニックに内科疾患の患者さんが受

診に来ることなどもしばしばあります。インターネットである程度 

の症状を調べられるようになり，患者さんもこの症状なら、この科に受診したほうがいい，と自

己判断で本来の専門でない科にかかる事が多くあります。 

 そもそも日本では“一般医”という概念はごく最近まで薄く，ほとんどの医師が専門医（呼吸

器内科、外科、皮膚科、整形外科、麻酔科など）です。ただ上記のように多くの専門科以外の受

診例を経験するにつれ，結果的に，軽症であればいわゆる“一般症例”を診ることのできる有能

な医師が日本には多く存在します。一方カナダでは，一般医により，ある程度までの診察をうけ，

それを超えた専門医が必要な疾患についてのみ，紹介状をもって専門医にかかるシステムです。

最初にかかるのが，必ず一般医ですので，それ以降の専門医には概ね症例に対して正しい科に紹

介される事が多く，間違った科を受診してしまう二度手間を減らすことができます。しかしマン

パワーの問題，システムの効率の悪さ等，様々な要因で余程の緊急 

症例でない限りカナダでは専門医の診断を受けるまで，かなりの時間待たなければならないのが

現状です。 

 

 実際，ケベックでは Family doctor や小児科医などの一般医へのアクセス自体あまりよくない

という印象を受けます。まず Family doctor/小児科医ともに登録制でかかりつけ医が必要ですが，

需要と供給があっておらず、こちらに来て Family doctorがいない方は多いと思います。実際私

もかかりつけ医はいません。ＣＬＳＣで Family doctor/小児科医希望をだすと，新しく患者を応

募しているクリニックに自動的に割り当てられるそうですが，待ち時間は年，月単位のようです。

それを待つよりは，上手にプライベートクリニックを利用するとやや日本の医療サービスに近い

受診ができると思います。プライベート Walk-inのキーワードで調べるといくつかの大きなモン

トリオールのクリニックを検索できます。大きなプライベートクリニックでは Westmount square  



health group, Rockland, Union medical, VM medical, tiny-tots clubなどがあります。人口

10万対医師数は，日本は 206，ケベックは 242です。 

 つまり日本のほうが人口に対する医師数は少ないにもかかわらず，明らかにケベックより医療

サービスへのアクセスが良いのはひとえに医師や医療スタッフの勤労によるものです。過去に個

人的にモントリオールで受診した，小児科医，産婦人科医，皮膚科医，ＥＲドクターは日本の医

療と差のない素晴らしい医療を提供してくれました。また小児科のクリニックに関しては，予約

なしで受診ができるウォークインクリニックのサービスなどもあり，あまり日本と差のない医療

を受けられる印象を受けます。違いといえば，日本よりも画像診断（Ｘ線，ＣＴ，超音波）や血

液検査が非常に少ないことでしょうか？日本の医療は，1％の非典型的患者を見逃さないように努

力をした初診を行います。カナダは医療費節約のために，99％の一般 

的な症状を想定した医療を行っている印象を受けます。モントリオールで非典型症状の 1％に入

ってしまったら，幸運にも経験値の高い医師により初診で見つけてもらえるか，もう少し重症に

なってから再診で見つかるかのどちらかだと思います。 

 薬に関しても同様で，日本では高価でも症例に対して一番あっている薬を選びます。ケベック

では一番に処方される薬は薬価の安い薬のことが多く，日本では最近あまり見ないような古典的

な薬が使われています。新薬は薬価が高いですが，とても良い薬もたくさんあり，状況に応じて

上手な使い分けが必要と感じます。 

 日本の医療とモントリオールの医療は違いも多いですが，ケガ，持病のケア，救急の疾病に対

し，常日頃から自分なりに対策しておくことが，安心して生活するためにとても大切なことだと

思います。ケベックの冬は寒く長いですが，子供も大人もしっかり着込んで積極的に外に出て身

体を動かし，心も身体も健康に過ごすことも大切だと思います。 

 

佐藤 環  

Clinical Research Coordinator, Research Institute of the McGill University Health Centre  

 

３ 領事便り 

（１）在外選挙人名簿登録のご案内 

 在外選挙では，国政選挙（衆議院議員選挙及び参議院議員選挙，これらに係わる補欠選挙及び

再選挙）に投票することができます。外国に住んでいても，皆様の一票が国政にいかされます。 

 海外で投票するためには，あらかじめ「在外選挙人名簿」への登録申請を行い，事前に在外選

挙人証を取得しておく必要があります。 

在外選挙人名簿の登録は，満１８歳以上の日本国民で，海外に３か月以上継続して居住している

方（市区町村役場に転出届を出している方）であれば申請可能です。 

在外選挙人名簿登録申請には，市区町村選挙管理委員会における登録資格調査等の手続きのため，

申請から在外選挙人証の交付まで通常で約２～３か月を要します。 

今年夏に第２５回参議院議員通常選挙の実施が予定されますので，ぜひこの機会に在外選挙人名

簿の登録申請を行ってください。登録申請の手続きは当館で受け付けています。詳しくは外務省

ホームページ御覧ください。 

在外選挙制度のご案内 https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/index.html 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/index.html


 在外選挙人名簿の登録についてのご照会は，当館領事班までお問合せください。（電話：

514-866-3429（代），E-mail：consul@mt.mofa.go.jp ） 

 

（２）当館管轄州での３月の領事出張サービスについて（再度のお知らせ） 

  当館では，モントリオールから離れた地域にお住まいの皆様のために，領事出張サービスを

実施しています。 

 ３月の領事出張サービスについて，以下の日程で実施しますので，お知らせいたします。 

 近隣にお住まいの皆様におかれましては，是非この機会をご利用くださいますよう宜しくお願

いいたします。 

 

○ハリファックス領事出張サービス 

日時  ： ２０１９年３月９日（土）午前１０時～午後１２時，午後１時～午後３時 

 場所  ： Halifax Central Library (Windsor Foundation Room（4F）) 

住所   ： 5440 Spring Garden Road, Halifax, NS, B3J 1E9 

申込締切：２０１９年２月２２日（金） 

【詳細】

https://www.montreal.ca.emb-japan.go.jp/jp/consular/oneday_halifax_20190309.html 

 

○セント・ジョンズ領事出張サービス 

日時  ： ２０１９年３月３０日（土）午前１０時～午後１２時，午後１時～午後３時 

 場所  ： Memorial University of Newfoundland 

Bruneau Centre for Research & Innovation 

Beatrice Watts Boardroom (Room IIC-2014) 

住所   ： Elizabeth Ave. St John's, NL A1B 1T5 

申込締切：２０１９年３月１５日（金） 

【詳細】https://www.montreal.ca.emb-japan.go.jp/jp/consular/oneday_NL_20190330.html 

 

平成３０年度の領事出張サービス実施予定については，こちらをご確認ください。 

https://www.montreal.ca.emb-japan.go.jp/jp/consular/oneday.html 

 

領事出張サービスに関するご照会は，当館領事班までお問合せください。 

電話 ： 514-866-3429（代） 

E-mail： consul@mt.mofa.go.jp  

 

４ 広報・文化便り 

 当館では，日本関連行事に関する情報を随時募集しております。皆様ご自身が実施される日本

関連行事のほか，知り合いの方についての情報を（ culture@mt.mofa.go.jp ）までお知らせくだ

さい。毎月末までに原稿をいただければ翌月のメールマガジンに掲載することができます。ホー

ムページへの掲載は随時行います。 

mailto:consul@mt.mofa.go.jp
https://www.montreal.ca.emb-japan.go.jp/jp/consular/oneday_halifax_20190309.html
https://www.montreal.ca.emb-japan.go.jp/jp/consular/oneday_NL_20190330.html
https://www.montreal.ca.emb-japan.go.jp/jp/consular/oneday.html
mailto:consul@mt.mofa.go.jp
mailto:culture@mt.mofa.go.jp


（１）日加修好９０周年記念事業の募集 

 ２０１９年は，２０１８年に続いて，日本とカナダが外交関係設立９０年目を祝います。これ

は２０１８年が日本の公使館をカナダに設立して９０年目に当たり，２０１９年がカナダの公使

館を日本に設立して９０年目に当たるためです。日加両首脳により「日加協力新時代」と名付け

られた日加関係を，両国間の幅広い協力・交流を通じて一層盛り上げていくため，今年も引き続

き日加修好９０周年を記念するにふさわしい事業を募集し，「日加修好９０周年記念事業」とし

て認定します。周年事業として認定された事業は，広報媒体（ポスター，パンフレット，チラシ，

プログラム，ウェブサイト，看板，垂れ幕等）に「日加修好９０周年事業」の名称と新しいロゴ

マークを使用いただくことができるほか，管轄地区にある大使館又 

は総領事館の「日加修好９０周年記念行事カレンダー」に掲載されることになります。奮って御

参加ください。 

 日加修好９０周年記念事業の認定基準，申請方法等，詳細はこちらからご確認ください。 

https://www.montreal.ca.emb-japan.go.jp/itpr_ja/90th_event_2019.html  

 

（２）日加修好９０周年事業 

ア 第２１回大西洋州日本語弁論大会 

日時：３月９日（土）１３時 

場所：マウント・アリソン大学（NB州） 

Mount Allison University 

Sackville, NB 

 

イ 第３０回ケベック州日本語弁論大会 

日時：３月１０日（日）１０時 

場所：マギル大学 

McGill University 

Leacock Building, Room 26 

855 Sherbrooke St. W., Montreal, QC 

 

ウ ケベック大学モントリオール校（ＵＱＡＭ）「ジャパンデー２０１９」 

 「平成を振り返る」をテーマに講演会を開催します。講演者に，吉田徹北海道大学教授，ジャ

ン＝マリ・ブイスー・パリ政治学院研究ディレクター，バルテレミー・クルモン・ラウル・ダン

デュラン戦略外交研究所(ＵＱＡＭ)リサーチャー兼リールカトリック大学講師兼国際関係研究所

（ＩＲＩＳ（仏））研究ディレクターらを迎えるほか，元ケベック州政府在日事務所代表らによ

るパネルディスカッション等を行います。 

日時：３月２９日（金）９時～１９時 

場所：Le centre Pierre-Peladeau - Le Salon Orange 

300 Boul de Maisonneuve E, Montreal, QC H2X 3X6 

 

５ 日本関連行事等のお知らせ 

https://www.montreal.ca.emb-japan.go.jp/itpr_ja/90th_event_2019.html


＊以下の日本関連行事は，必ずしも当館が共催，後援，保証している行事ではありません。また，

同行事にて表明される意見等は日本国政府の公式見解とは異なる内容を含み得ます。行事詳細に

ついては，各主催団体へ直接お問合わせください。 

＊外部のサイトへのリンクは，あくまでも皆様への御参考情報です。外部のサイトに掲載されて

いる内容や信頼性に関しましては，当館は一切責任を負いませんので御了承ください。 

（１）日加修好９０周年記念事業 

ア ラヴァル大学でのイベント（ケベック市） 

（ア）日仏語ランゲージエクスチェンジ 

日時：（隔週月曜日）２月４日，１８日，３月４日，１８日，４月１日，１５日，２９日，５月

１３日，２７日，６月１０日 

（仏語）１９時～１９時４５分 （日本語）１９時４５分～２０時３０分 

場所：ラヴァル大学日本館 

Bibliotheque de l'Universite Laval 

Pavillon J.-C.-Bonenfant 

Espace Japon, niveau 00 

参加無料 

詳細はこちらからご確認ください。 

https://www.bibl.ulaval.ca/web/programmation-culturelle/espace-japon-immersion-francai

se-japonaise 

 

（イ）「四国お遍路を終えて」 

 昨年四国お遍路１２００キロを歩き，８８寺を訪ねた Dr. Alexandre Jouanが，その旅路と日

本について語ります。 

日時：３月３１日（日）１３時～１５時 

場所：ラヴァル大学日本館 

Bibliotheque de l'Universite Laval 

Pavillon J.-C.-Bonenfant 

Espace Japon, niveau 00 

参加無料（２０名まで） 

 

（ウ）ワークショップ：ジャバラ式とひも綴じ式和式ノートを作ろう 

日時：４月７日（日）１３時～１６時半 

場所：ラヴァル大学日本館 

Bibliotheque de l'Universite Laval 

Pavillon J.-C.-Bonenfant 

Espace Japon, niveau 00 

要事前登録（２０名まで） 

参加費：一般５０ドル，大学関係者４６ドル（税・材料費込み） 

 

https://www.bibl.ulaval.ca/web/programmation-culturelle/espace-japon-immersion-francaise-japonaise
https://www.bibl.ulaval.ca/web/programmation-culturelle/espace-japon-immersion-francaise-japonaise


（エ）端午の節句 

 鎧兜等，端午の節句にちなんだ折り紙作りを行います。 

日時：５月５日（日）１３時～１５時 

場所：ラヴァル大学日本館 

Bibliotheque de l'Universite Laval 

Pavillon J.-C.-Bonenfant 

Espace Japon, niveau 00 

 

（オ）エスパス・ジャポン書道部による書道展示会 

 寺本小鳳先生指導のラヴァル大学エスパス・ジャポン書道部の生徒による作品の展覧会が行わ

れます。 

日時：９月２９日（日）～１２月１５日（日） 

場所：ラヴァル大学図書館４階 

Bibliotheque de l'Universite Laval 

Pavillon J.-C.-Bonenfant, niveau 4 

 

イ 展示会「Nous sommes tous differents et nous sommes tous beaux （みんなちがってみん

ないい）」 

 金子みすずの絵本「みんなちがってみんないい」のフランス語版出版記念イベントとして，原

画の展示会，挿絵を担当した絵本作家の是澤理恵子氏とその翻訳者ヴァレリー・アルヴェ氏によ

る講演会，ワークショップが開催されます。レヴィ市の文化事業の一環です。 

  原画展示会期間：３月４日（月）～４月６日（土） 

  アルヴェ氏による詩のワークショップ（８歳以上対象）：３月７日（木）１４時 

  出版記念イベント：３月２０日（水）１７時，講演会：１９時 

  場所：Bibliotheque Jean-Gosselin 

    3316, avenue des Eglises, Levis 

詳細はこちらからご確認ください。 

https://www.ville.levis.qc.ca/culture/bibliotheques/animations-activites/detail/evenem

ent/699/ 

 

ウ 展示会「Un hommage au New Yorker」 

 雑誌「The New Yorker」のオマージュで，「The Tokyoiter」「The Parisianer」 

「Le Montrealer」のイラストレーションの展示が行われます。 

期間：３月２９日（金）～６月９日（日） 

ベルニサージュ：３月２８日（木）１７時～１９時 

場所：Maison de la culture Notre-Dame-de-Grace de Montreal 

3755, rue Botrel, Montreal 

無料 

詳細はこちらからご確認ください。 

https://www.ville.levis.qc.ca/culture/bibliotheques/animations-activites/detail/evenement/699/
https://www.ville.levis.qc.ca/culture/bibliotheques/animations-activites/detail/evenement/699/


http://www.accesculture.com/activite/UN_HOMMAGE_AU_NEW_YORKER  

 

（２）その他のイベント 

ア 裏千家淡交会茶道教室（ケベック市） 

（冬のコース）１月１２日～３月２３日 毎週土曜日計１０回 

（春のコース）４月６日～６月８日 毎週土曜日計１０回  

１０時～１２時半（初級レベル１と中級）１３時～１６時（初級レベル２） 

場所：ラヴァル大学日本館 

Bibliotheque de l'Universite Laval 

Pavillon J.-C.-Bonenfant 

Espace Japon, niveau 00 

詳細はこちらからご確認ください。 

https://www.bibl.ulaval.ca/web/programmation-culturelle/espace-japon-cours-ceremonie 

 

イ 生け花インターナショナル２月例会 

 Raynald Donais氏による池坊ミニデモンストレーションとワークショップが行われます。 

日時：２月２６日（火）１３時 

場所：Mountainside United Church 

687 Avenue Roslyn, Westmount (電話：514-486-1165) 

参加費：２０ドル 

連絡先：田中和子氏 montrealikebana77@gmail.com  

 

ウ ＩＣＡＯキャリアガイダンス 

 本イベントでは，ＩＣＡＯ本部内をご案内し，日本政府代表部にてＩＣＡＯの専門的な役割や

世界への貢献とともに，各国との外交を通じての日本の取組に関する紹介等を予定しております。

詳細は https://www.montreal.ca.emb-japan.go.jp/files/000446801.pdfをご覧下さい。 

 日時：３月１５日（金）１６時～ 

 連絡先（応募先）：japan@icao.int  

 

エ 鼓童ワン・アース・ツアー２０１９「Evolution」 

 太鼓芸能集団「鼓童（ https://www.kodo.or.jp/ ）」が２０１９年１月～３月にアメリカ，カ

ナダツアーを行います。３月２３日にはモントリオール公演が行われます。  

上演作品：「Evolution」（演出：坂東玉三郎） 

日時：３月２３日（土）２０時 

場所：Salle Wilfrid-Pelletier，Place des Arts 

詳細はこちらからご確認ください。 

https://www.kodo.or.jp/performance/performance_kodo/10025 

https://placedesarts.com/en/event/kodo 

 

http://www.accesculture.com/activite/UN_HOMMAGE_AU_NEW_YORKER
https://www.bibl.ulaval.ca/web/programmation-culturelle/espace-japon-cours-ceremonie
mailto:montrealikebana77@gmail.com
mailto:japan@icao.int
https://www.kodo.or.jp/
https://www.kodo.or.jp/performance/performance_kodo/10025
https://placedesarts.com/en/event/kodo


６ ケベック州・大西洋４州政治経済情勢 

（１）ケベック（ＱＣ）州 

・１月８日，ルゴー州首相は報道陣への対応問題を理由にシャセ (Ms. MarieChantal Chasse）同

州環境大臣を更迭。新たにシャレット（Mr. Benoit Charette）氏を環境大臣に任命すると発表。 

・１月１０日，シェルブルック大学の課税・財政研究所はケベック州の２０１７年の課税率はカ

ナダの平均３３％を上回り，カナダ全国首位の３７．３％を記録した旨の調査結果を発表。 

・１月１７日，ケベック党（ＰＱ）所属時に環境大臣を務めていたブランシェット(Mr. 

Yves-Fran?ois Blanchet) 党首がブロック・ケベコワ（ＢＱ）党首に就任。 

・１月２０日，ルゴー州首相は州の経済刺激策として，ケベック投資公社，ケベック預金投資金

庫，在外ケベック州事務所の３者の連携を図り，貿易強化を図っていく旨発言。 

・１月２０～２２日，ルゴー州首相は仏を公式訪問し，マクロン大統領，フィリップ首相，上下

両院議長と会談。 

・１月２２日，ルゴー州首相は仏公式訪問に同行したケベック州経済関係者と仏経済界との夕食

会の席で，仏において活躍するケベック州企業を激励。 

・１月２２日，ルゴー州首相はムシキワボ（Ms. Louise Mushikiwabo）仏語圏国際機関（ＯＩＦ）

事務総長と面会。その後，ダボスでの世界経済フォーラムに出席。 

・１月２３～２５日，ルゴー州首相はダボス世界経済フォーラムで経済関係者（エアバス社代表，

ArcelorMittal社代表，ＩＢＭ社，ボルボ社関係者等）やモスコビシ（Mr. Pierre Moscovic）欧

州委員経済金融問題担当とカナダ・ＥＵ包括的経済連携協定（ＣＥＴＡ）について意見交換を行

った。 

 

（２）大西洋州一般 

・１月２３日，大西洋州首相会議がＰＥＩ州シャーロットタウンで開催。大西洋４州を結ぶ送電

網を利用したクリーンエネルギーの活用，州をまたぐ国内貿易規制に関する連携，医療，国外貿

易問題が主な議題。 

 

（３）ニューファンドランド・ラブラドール（ＮＬ）州 

・１月２４日，ポール・デイヴィス前州首相（進歩保守党）の辞職に伴うトップセイル=パラダイ

ス選挙区補欠選挙の結果，進歩保守党のポール・ディン氏が当選。 

 

（４）プリンスエドワードアイランド（ＰＥＩ）州 

・１月３日，プリンスエドワードアイランド大学（ＵＰＥＩ）は，創立５０周年を迎える本年，

関連式典や講演会等開催予定。 

・１月１５日，ＰＥＩ州政府と連邦政府は，州内の２つのミクマク・コミュニティと両者の円滑

な議論を可能にするプロセスを定めた枠組み合意を締結。 

・１月１６日，ＰＥＩ州政府と連邦政府は，低価格住宅補修・建設に関する合意を発表。州政府

と連邦政府の折半で１０年間で１，５００万加ドルを支出予定。ＰＥＩ州の空き家率はアパート

で０．３％と，２０１８年に史上最低を記録した。 

・１月１６日，シャーロットタウン市は，洪水や海岸線浸食対策予算として，１，４５０万加ド



ルの支援を連邦政府に申請。 

・１月１８日，大西洋州経済評議会（ＡＰＥＣ）の発表によると，２０１１年にＰＥＩ州に到着

した移民のうち，２０１６年に同州にとどまっていたのは１６％と，カナダ最低の定着率であっ

た。 

・１月２２日，ＰＥＩ州政府は，今春の州議会で個人消費目的のアルコールの同州内持ち込み制

限撤廃を目指す。 

・１月３１日，ＰＥＩ州政府は，現在の単純小選挙区制から小選挙区比例代表併用制への変更の

是非を問う州民投票実施に向けた準備を２月１日に開始すると発表。州選挙制度州民投票法によ

り，州民投票の準備期間は８ヶ月以内，また州議会選挙との同時実施が定められているため，州

民投票と州議会選挙は遅くとも本年１０月１日までに実施されることが決定。 

 

（５）ノバスコシア（ＮＳ）州 

・１月４日，ケープ・ブレトン市は，ポーランドのヴァウブジフ市との姉妹都市協定を締結。同

市には，２０世紀初頭に数千人単位で移住してきたポーランド人コミュニティがある。 

・１月８日，ＮＳ州政府はプロトコル・チーフを公務員職とするために候補者を公募した結果，

現職のグレニー・ランジル氏の留任が決定。 

・１月９～１０日，伊澤総領事のノバスコシア州公式訪問。ルブラン副総督，マクニール州首相，

マーフィー州議会議長，マックレラン商業大臣，サヴェージ・ハリファックス市長への表敬訪問，

海洋研究関係者や日系コミュニティとの意見交換を実施。 

・１月１６日，ミラー州環境大臣は，埋め立てゴミ削減のため，プラスチック，段ボール，新聞

紙の熱処理を許可すると発表。 

・１月２９日，カナダ統計局によると，２０１８年１０月１日時点の州人口は，過去最高の９６

４，６９３人に達した。 

 

（６）ニューブランズウィック（ＮＢ）州 

・１月８日，州政府は，前自由党政権が今年度予算で取り組んでいた，保育施設の認定作業と，

それら施設を利用する家庭への補助プログラムの継続を決定。 

・１月１５日，州政府は，費用予測が１億３，０００万加ドルに膨れ上がった２０２１年仏語圏

国際競技大会開催を可能にするための資金繰りを検討する締め切りを１月３０日とする旨発表。 

・１月１６日，キム・マクファーソン州監査役は年次報告書を発表し，州の負債額が純負債で１

３９億加ドル，長期負債が１７０億加ドルと，過去最高額に達したことに強い懸念を表明。 

・１月２１日，ＮＢ州政府は，全ての救急隊は英仏２言語でサービスを提供する旨，アンビュラ

ンスＮＢに命じる。約１ヶ月前に出した命令を撤回する内容。 

・１月２４日，救急隊員は言語能力ではなく勤務年数に応じて雇用されるべきとした，労働調停

委員ジョン・マクイーヴォイ氏が下した２０１８年の決定に関する司法審査が州上級裁判所で開

催。ルブラン判事は判決を下す時期を明確にはしていない。 

・１月３０日，ＮＢ州政府は，費用超過を理由に，モンクトンとディエップで開催予定であった

２０２１年仏語圏国際競技大会の開催断念を発表。 

・１月３１日，ヒッグス州首相は，２０１９年度予算では１３１億加ドルの赤字を返上し，均衡



予算にすると発表。 

 

２ 各州世論調査結果 

（１）州選挙（政党支持率） 

・ＱＣ州（Mainstreet社調べ（以下同じ），１月１７～１８日）：ケベック未来連合４５％，ケ

ベック自由党２６％，ケベック連帯１６％，ケベック党９％，その他４％ 

・ＮＬ州（１月１２～１４日）：進歩保守党４３．３％，自由党４２％，ＮＤＰ１１．３％ 

・ＰＥＩ州（１月１５～１８日）：自由党３５．２％，緑の党３０．８％，進歩保守党２９．６％，

ＮＤＰ２．７％ 

・ＮＳ州（１月１５～１７日）：自由党３２．１％，進歩保守党３１％，ＮＤＰ２５．２％，緑

の党８．１％ 

・ＮＢ州（１月１３～１５日）：進歩保守党４０．２％，自由党２７．３％，緑の党１５％，ピ

ープルズ・アライアンス１２．４％，ＮＤＰ４．５％ 

 

（２）連邦議会選挙（政党支持率） 

・ＱＣ州（Mainstreet社調べ，１月１７～１８日）：自由党４２％，保守党１９％，ブロック・

ケベコワ１４％，新民主党９％ 

 

３ 経済 

（１）ＱＣ州 

・１月４日，エアバス社はＡ２２０の機体６０機（１機のカタログ価格は１１０億米ドル）の調

達契約２件（計１２０機）を受注し，JetBlue社と Moxy 社に販売する予定。 

・１月８日，三菱ＭＲＪ機の開発に係る知的財産分野での違反が見られたとして提訴中のボンバ

ルディア社は，米裁判所に訴えの棄却をしないよう要求。 

・１月２８日，三菱航空機はボンバルディア社の訴状はＭＲＪ機開発の阻止を意図としていると

して同社を反訴。 

・１月９日，ソニーはモントリオールのビデオゲームオーディオデザイン会社 Audiokinetic の買

収を決定。 

・１月９日，デルタ航空はエアバス社のＡ２２０機を１５機追加購入し，合計で９０機を購入予

定。 

・１月１８日，トヨタ，ホンダ及びエネルギー移行ケベック局（Transition energetique Quebec)

の３者はパートナーシップ協定を締結。２０１９年内にモントリオール島南部で水素燃料補給ス

テーションの建設を予定。 

・１月２３日，マッケーナ（Ms. McKenna）カナダ環境相は２０４０年までに国内で販売される自

動車を全て電気自動車とする旨公約。 

・１月２８日，モントリオール大学所属のＭＩＬＡ（アルゴリズム研究所）は，マギル大学，エ

コール・ポリテクニック等との連携により，モントリオール市内マイルエンド地区に新たなＡＩ

技術開発拠点を開設。同施設では２０のスタートアップ，３７５名の専門家，１２５名の研究員

が在籍し，今後７００名の雇用を予定。 



・１月２８日，エネルギー・天然資源省は州内の鉱山開発事業の２０１７年度利益は，前年比の

２倍となり，主な収益源は鉄と金の開発であった旨報告。 

・１月３０日，ケベック州自動車保険公社の調査によると２０１７年から２０１８年の一年間で

ケベック州内の電気・ハイブリッド自動車数が倍増した。Saguenay-Lac-Saint-Jean地域で最も

高い増加率が見られたが，州内の自動車数全体からすると電気・ハイブリッド車は依然１％に留

まる。 

・１月３０日，テオタクシー（Teo Taxi）を経営する Taxelco社は不採算により経営破綻し，４

００名のドライバーが失職。同社は創業時，州の補助金を得ていたが州政府は本件に関して支援

の意向は表明していない。 

・１月３０日，ジュリアン（Mr. Jonatan Julien）エネルギー・天然資源大臣は北部計画（Plan Nord）

再始動に向けて本計画の早期着手を目指すべく，鉱山開発事業計画手続きに要する６６０の許可

証取得を２０％程度削減し，より迅速な鉱山開発を目指す旨述べた。 

・３１日，ケベック州の最低賃金は本年５月１日より時給当たり５０セント引き上げられ１２．

５０加ドル（４．２％増）となる。 

 

（２）大西洋州一般 

・１月２４日，連邦政府は，再生可能エネルギーの安定的な供給を可能にする送電網構築の研究

のため，シーメンス，ノバスコシア・パワー，ＮＢパワー（ＮＢ州営公社）の共同パイロットプ

ロジェクトに３，５６６万加ドルを支出。 

・１月２５日，連邦政府は，穀物と油糧種子の生産量拡大と，持続可能な収穫を目的とした研究

支援のため，大西洋穀物協議会に４００万加ドルを支出。 

・１月２６日，巨大企業集団ＪＤアーヴィング（本社ＮＢ州セントジョン）は，今後３年間でア

メリカとカナダで合計７，５００人をフルタイムで，２，５００人をパートタイムで雇用する旨

発表。雇用の８９％はカナダ大西洋州で行われる予定。 

 

（３）ＮＬ州 

・１月３日，マスクラット滝水力発電所の完成が迫り，将来大幅な値上げが懸念される電気料金

緩和の道を探る州公共事業委員会から調査を委託されていたシナプス・エナジー・エコノミック

スとリバティー・コンサルティング・グループは中間報告書の中で，プロジェクトを主導するナ

ルコー（ＮＬ州営企業）の人員削減を含む思い切った対策をとらない限り，電気料金は２０２１

年までに現在の２倍であるキロワット時２２．９セントに値上がりすると予測。 

・１月２８日，州政府は，州内の林業活性化のために，業界団体，学術機関，ファーストネーシ

ョンと話し合いの結果策定した３２のアクションプランを発表。 

・１月３０日，カナダ・ニューファンドランド・ラブラドール海洋石油委員会は，昨年１１月に

原油漏れ事故を起こして稼働停止になっているハスキー・エナジーのシーローズ油田について，

故障した海底のフローラインを遠隔操作でふさぐというハスキーの計画を承認した。 

 

（４）ＰＥＩ州 

・１月１０日，２０１８年のシャーロットタウン空港の旅客数は３年連続で上昇し，３７０，７



３０人だった。 

 

（５）ＮＳ州 

・１月２日，１２月に倒産したケープ・ブレトン島東部のシドニーにあるコールセンター，サー

ヴィコムが，アイオワ州のビジネスマン，アンソニー・マーロウ氏の買収により，営業を再開。 

・１月８日，４月１日より州の最低賃金が現在の時給１１加ドルから１１．５５加ドルに引き上

げられることが発表。 

・１月９日，ノルウェー企業マルティクライエント・インヴェストは，ノバスコシア州沖で進め

ていた石油・天然ガス探査を中断。 

・１月９日，２週間前に落盤事故を起こして業務停止となっているドンキン炭鉱が，８名の作業

員を解雇。 

・１月１５日，ＢＰカナダは，第一フェーズで規定の４坑を掘削できず，ハリファックス南東沖

の石油・天然ガス探査ライセンスでカバーされた鉱区の５０％を放棄。 

・１月１６日，製紙企業ノーザンパルプは，新たな排水放出場所が決まるまで，ボートハーバー

（州北岸）の排水処理場の閉鎖延期を求めているが，州政府は，予定通り２０２０年１月には同

処理場を閉鎖すると回答。 

・１月１７日，州政府は，スタートアップと中小企業向けに，２５万ドル以下の投資に対して最

大４５％の税控除が受けられるタックス・インセンティブ制度を導入。 

・１月２３日，総額５，５００万加ドルとなる新しいカナダ陸軍訓練場がハリファックスに開設。 

・１月２４日，オンラインショッピング・オークション大手のイーベイ・カナダは，小売店向け

Ｅコマース研修をカナダで初めてハリファックスで実施すると発表。 

 

（６）ＮＢ州 

・１月９日，営業開始から３ヶ月足らずの州営大麻販売店「カナビスＮＢ」は，約６０名の販売

員を解雇。カナビスＮＢでは営業開始以来在庫不足が続いている。 

・１月１７日，セントジョン・エナジー（セントジョン地域の電力供給企業）は，セントジョン

市西部のスプルース・レイク工業団地における３，０００万加ドルの風力発電プロジェクトの建

設事業者を公募。２０２０年建設開始，２０２２年送電開始を目指す。 

・１月２１日，水産大手のクック・アクアカルチャーは，永住権取得の条件として移住後６ヶ月

以内に英語か仏語の習得を義務付けている現在の大西洋州移民パイロットプロジェクトの規制緩

和を，連邦・州政府双方に求めた。 
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